
５角形リーグにおいては…

※ ただし，直接対決のない同勝敗チームにおいては，決定戦を行う。

※ 適応例については，下を参考にしてください。

５チームが並んだ場合 ←〔 ゴールアベレージ適応例 〕

３チームが並んだ場合

その他について
２チームが同勝敗となった場合も同様で，決勝リーグ進出にかかわるチームどうしが，

直接対決をしていた場合，その試合の勝利チームにリーグ進出の権利がある。

直接対決が行われていない場合については，代表決定戦を行う。

（試合時間は，５－１－５－３－５－１－５で行う。）
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対戦表（ブロック表）
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 勝 敗

Ａ × ○ １ １
Ｂ ○ × １ １
Ｃ ○ × １ １
Ｄ ○ × １ １
Ｅ × ○ １ １

※ Ａ～Ｄまで，勝敗での優劣が生じていない。

○ すべてのチームが勝敗にかかわる試合を行っており，なおかつ試合日程

は，すべて消化しているため，ゴールアベレージが適用される。

つまり，この場合においては試合終了後，ゴールアベレージの高かった

２チームが決勝リーグに進出となる。

【ゴールアベレージ算出方法】

Ａ

Ｂ Ｅ

Ｃ Ｄ

対戦表（ブロック表）
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 勝 敗

Ａ ○ ○ ２ ０
Ｂ × ○ １ １
Ｃ × × ０ ２
Ｄ ○ × １ １
Ｅ × ○ １ １

※ Ａは２勝しているので，決勝リーグへ進出となる。

【 残り１枠の決定基準 】

○ ＤとＥは直接対決で，Ｄに勝っているため Ｅ が優先勝者となる。

よって，Ｄの決勝リーグ進出の可能性はなくなる。

○ 残りのＢと，直接対決を制しているＥが１勝１敗で並ぶことになる。

この２チームは直接対決をしていないので，代表決定戦を行う。


